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電動機用ゲリ スの検討(第3報)
低 温 性 能 に つ い て

Studies on Greases for Electric Motors(Part3)
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内 容 梗 概

内外脊椎の電動機川グリースについて低温起動試験を行い,グリースの組成上こJ=こ関連すべき二,三の因

手を検罰した糸.fi果,処女試料の低氾 動性は韮紬の粘度および粘度指数により人きく左右されることを認めた｡

すなわちこれら二l勾子から低温起動性を推定しうる実験式耳得られるL.なお現l~【f販グリースにつき製造者が提

示している使用温度下限に触れ若干の問題があることを指摘したし

1.緒 言

グリースの性能評価行こあたって一般に行われるのは,その物理化

学的性状試験,規桁試験である〔ノ その試験法とわがl玉lの現状お1ひ

茶托試験結 については雛1報(1)に これらの試験により-一

応の選択指針をうることはできるが,グリースを静的状態にぉいて

試験する場合が多く, 際のころがり和一受における動的惟能,便川

寿命の推定などにほ十分でない｡このためさらにしばしば尖用的試

験が行われるが,単なる実用的

論を得にくい｡したがって

との関

験にのみ終始するのでは普遍的結

老らほグリースの各種性状と使用和布

性,あるいは机上試験の意義などをいっそう明らかにする

必要があることな指摘し,かかる突験例として第2報(2)に6204ポー

ルベアリソグによる1000C,10,000rplⅥの回転試験紙果を紹介した｡

この実験では,グリースの蒸発,離紬,酸化劣化などが寿命闇連因

子として重要であり,機械的せん断安定性の良否や摘瓜およぴちょ

う度の貯蔵安矧､′となども使用寿命_い瞳視できないことを認めたしノ

他力こ/〕がり軸受の卜仲l巨ミに際してま-抑l】題になるのは, 励トル

ク,倒矧‖版沃-メソ1､,l‖川糾】叫軒受温度_上井なとであるり これ

らに快ける桝㈲･封貯来仙潤滑の場合について膨人なものがある(3)し,

しかして現在でも関連研究はきわ革)て多いが,グリースによる汎用

ころがり軸受潤滑に関する研究に江口するとき意外に少なく,昭に

グリースの件状に着巨lした摩擦研究はほとんどみるべきものがない

ようである｡グリースにあってはスポンジ状構造物の種難およびそ

のミセル形態,含有州分の抑圧,そのテ山門,これらが配合されたグ

リースとしての物性ほ多掩多様であって,ころが恒腑卦け運転帖能

もまた異なるものがある｡さらに軸受-ノ｣でグリースが受けるべき機

械的せん晰,かきまぜ作川による柄造変化,〃細:l状況および軸受渥皮

上昇に関連する熱履鱒とグリースの物性変化,これらと摩擦あるい

は寿命との関係もl甘題である._.

グリースの実用上前記の関係が朗らかにされない限り,その選択

基準を明確にすることほl勅許といゴーつねばならない｡もちろんグリー

スの用 あるとともに,化学的,機械的見地にたつ総

合的研究が必要となるため,上記のl閏題を解判するのほ容易ではな

い｡現状においてはグリースの化′学的研究と機械的研究とがそれぞ

れの分野で独立に行われる傾向に應るが,今後はこれらの研究者が

煙接に連携協力することが特に必安ではないかと考えられる｡,

かかる現状において口
●

■ 作所日立研究所でほ,グリースそのも

のの特牲を吟味する一九 これところがり軸受における澗肝機隙

転性絶との関連究明に努めてきた｡軸受運賑胴瀾の一つとして低

温性能があf),目下検討されつつあるJISころがり軸受グリースの

* 日立製作所日立研究所
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第1図 低 温 起 動 試 験 椚 外 観

軋前委11∠ミり)においても問題になったり しかし現段附ではl貼吏デー

タがきわめて乏い､ためJISiこ規定するに至らず,将来の課題とし

て残されている｡グリース使用者の立場からはその使用温度範閉の

肌碓化を望むものであるが,現矧こ~-Fi服されているものについてこ

れは必ずしも朋碓でなく,かつ机上試験結果と製造各捉ホの使用渦

度範闇とははなはだしぐ甘なる場合もあるため選択がむずかい､｡

わが国にほグリースの低温性能胡験法として,アメリカ MIL規桁

による低温トルク.硝験(5)が普及Lつつあると聞くので,二1ち者らがこ

jいこよって黒地Lた.氾扱例を以~~F一に純一■iし.,その試験法の点邁とグ

リースの選択に際して留ぶすべきl硯独､-∴に触れ,お二bかたの参考に

資Lたいとノ且う｡

2.実 験 方 法

2.】試験棟の概要

グリース泄m封こよるころがり軸受の低混牲値滋明l成する方法は,

すでにいくつか拙案されているが(5ノ~(8),木祖ではアメリカMIL規

格に規定された低温トルク試験法によった｡第1図ほ試験槽の外

観,弟2図は試験用スピンドルのご封_〔である｡ドライアイスを起寒

剤とする低温恒温槽と試験用スピンドル,混度調灘髄潤その他より

たる｡これらのこ､用RはMIL規楢(5りこり)ずるが,‡仁要吉に分である試験

用スピント'ルほ一端に測定すべきグリースを充てんした6204B.B.

(B.B.はボールベアリングの略号)を取付け,他端に補助B.B･,

目盛楓滑串, を取付けるようになっている｡試験用6204B.B.
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第2図 試験川スピンドル外観

と補助B･B.とはフェノール樹脂により断熱され,前者せ低渥槽中

央部に位置せしめ,後者を槽外に出す｡なおスピンドル‖筒の縦み

ぞに熱電対を埋込克,その先端部を試験B.B.の外輪に接触させ外

輪温度を測定する｡.

2.2 実 験 方 法

試験B.B.(NSK,6204B.Bを使用した)をベンゼンおよび石油エー

テルで十分洗浄し700Cで乾 する｡次にグリースを3g(士0.05g)

充てんし B.B.を200rpmでfF逆行回転.Ji向に100L吐l転させたの

ち試験スピンド′しに装着し低温槽の所定位も割こそう入する｡測定温

度に2時間保ったあと15分間隔で正道布団転力向に1回転させる..

次に重錘によりトルク2kg-Cnlで試験B.B.を1回転させ所要秒

数を測定する｡正逆賓方向につき測定した値を平均して試料に対す

る測定値とする｡試験に用いるスピンドルの工作精度を検定し,測

定結 の再孝則竺Ⅰ三を調べる必要があることはいうまでもないが,迫1ヒ

なスピンドルを使用すれば満足すべき再現怖が得られる｡

3.試 料

試料銘柄およひ二,三の性状試験値を策1表に示す｡試料記ゝプ･は

第1,2報とまったく㈹じ使いカをしてある(弟l表~F段欄外参

照)｡舞1表にあげた各種昭状の試験法睾ついては第1推(1)にゆず

第1表

(て)

項

グリ ー

ス

内(Na)-Bl-0

内(NaトDl-1

内(NaトA-0

内(NaトB5-1

外〔Na)-D-1

外(Na)一C-1

外しNa-Ca〕一D-1

内(Li)一Cl-1

1月(Li)-C2-1

1月(Li)-Bo-1

内(Li〕一A-1

内(Li二卜Bl-1

外(LiトA-1

外(LiトD-1

外〔Li)-Cr【1

外(Lい一Cり-1

外(LiトE-1

外しLi卜F-1

外(None)-G十Ⅹ

外 しNone)一H-Ⅹ

内(NaトCl-1

内(Na〕-C2-1

内(Li〕-C8-1

内〔.Li十C｡1-1

*
記巧･説明｣刃:国別丁一,外

頼1psi二0.0703ikg/cIが
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1:内(Na〕-Bl-0

2:内(Li〕-C巨1

3:内(Na十Dl-1

4:内(Li)-A-1

5:内(Na､トA-0

6:外(Li)-A-1

､､●､

-∬

度.r(○ど)

8

9

10

11

､､､

ーガ

外(LiトD-1

外(Na-Ca)-D-1

内几i〕-Bo-1

外(Na)【C-1

12:外(None)-G-Ⅹ

13:外(Li)一Epl(MoS2入り〕
7こ 重力(Li〕-C2-1

(F)l〔LiトBlrl,外(Li)-Cリー1,外(Li〕一Cl-1,外〔Li)pFrlなどは

-20～-50ウCでtく1sJ

第3図 各稚グリースの低混起動性測定例

t､■､

るりなお酸化安定度.試験結果はは力‡-it位としてグリース闇係では現

在広くpsi(1psi=0･07031kg/cm2)が採用されているので,本報で

も比較の便せ上これによっておくことにした｡またグリースの捌1-1

粘度はSUS(セイボルト粘度)およびcSt(動粘度,センチストク

ース中位)によるものを俳記したが,以下の記述に際してほ使址上
SUSを用いるじ

at37.8'C

I sus

(詑烏智慧慧)

9.79

5.48

3.49

6.83

4.41

1.4

2.0

2,5

2.0

# 発 j主上

(98.9qC,22b)

.%

外｢鮎--,()::行けん基･7′しファベット‥ 製造元,0‥ 酸化防止剤なし,1:…行あり,Ⅹ:l司前イ叩
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酸化安定度

9つC,500h
力 低 卜

84(30h〕
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52(100b)

10

26 (100b)

22 (100b)

4.5し100h)

5 (100h:)

3 (10(Ih､J

3 (100hl)
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4.実 験 結 果

弟3,4図に例示する｡グリースの組成(銘柄)i･こよって低温

立

性ほ相違するか,現市販汎用電動機グリースほ-30DCliり後で起動容

易なものが多い｡各種試料中内(Li)-Bl-1,外(LiトCo-1～Cl-1,外

(Li)--Fr-1などほ-500Cでも容易に起動L特にすぐれた低温起動性

を有する｡これらはジ･エステルまたほシリコーン油のような粁磯一

温度特性(後出)のすぐれた合成油を基瀬としたグリースである｡

内(Li)-A-1は低温兼用グリースでかなり低粘度の鉱油を基油とし

たものであるが,その低温起動性は到底前者らに及ばない｡非紺ナ

ん基グリースの低温起動性は一般に石けん基グリースよりも劣る債
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し卜可一一基油によるグリースの測定例ノ

靖4巨岩lちょう庇およびイ_Hナん基の倖類と低渥起動件

第2表 低 温 起 動 試験 例

ペアリング1回転時間tに対応する温度(qC〕
グ リ ー ス

内(Na)-Bl-0

内(Na)-Dl-1

内(Na)-A-0

内(Na)一B5-1

外(NaトD-1

外(Na)一C-1

外(Na-Ca)-D-1

内(Li)-Cl-1

内(Li)一C2-1

内〔Li)一Bo-1

内(Li)-A-1

内(Li)-Bl-1

外(Li)一A-1

外(Li)-D-1

外(Li)-Cl-1

外(Li〕-Cn-1

外しLi)-E-1

外(Li_トF-1

外(NoneトG-Ⅹ

外(NoneトH-Ⅹ

内しNa)一Cl-1

内(Na)一C忠一1

再しLi)rC;!-1

1月ぐLi〕-C4-1

t=5s
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-22
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-33
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--33

-27
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-20
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-30

-30

-54
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-30

-40

ー15(一40)**
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製造者提ホの仙

**--401Cまで潤ri■‖隻1k也/.ホンゾ齢油九舟こは-15Cまで便肝~1rとされる

第43巻 第7 号

向にある∪

以__l二の具抱射止果を行グリースについて 造者提示の使用温度下限

と比較すると,弟2表に示すようにかなりのくい違いがある∪ この

くい退いが小机こ 因するかが聞題であるが,目下のところ上記使用

混座下l娘の限拠は明らかにされていない｡

5.二,三の関連因子について

グリースの組成上から考えられるおもな関連因子は,基油の性質,

増ちょう剤の程
,およびこれらが配合されたグリースとしての物

性などである｡グリースの物性としてはこの場合ちょう度あるいほ

比掛粘度などが問題にされるようである｡

5.1■ちょう度の影響有無

たとえば集中給油システムにおいては配管抵抗が問題になり,見

掛粘度草江甘を要するであろうが,本報の実験条件でほ低温に冷却

されたボールベアリングに充てんされ,ヤ傭回転を与えられたグリ

ースを対象としているので,ちょう度の大小がむしろ問題となりそ

うである｡ころがり軸受グリースのJIS委員会においても,ちょう

度をもって低温性能を判断する際の一資料とすることができようと

の 諭があった｡

本報の実験結果を整理すると第4,5図をうる｡弟4図は粘度お

よび粘度指数の等い､鉱油を基軸とし,NaまたはLi石けん

ースにつきちょう度の異なるものを試作吟味した一例である｡この

場合のちょう度は汎用電動磯グリースとして一般的な260～320の

ものとしたが,ちょう度の大小による差異は僅少であり,むしろ才子

けん基の追いによる差のほうがやや大きい｡またNa石けん韮グリ

ースとLi右手けん基グリースとでは,ちょう度の効果が逆転してい

る｡他力第5図ほ各種の増ちょう剤によるグリースを基油のいかに

かかわらずプロットした例である｡同園中に基油粘度の明らかなも

のにつきこれを付記しておいたが,ちょう度大なるものが低温起動

性に解るかにみえるJしかし弟4医の結果と基油粘度の値とから,

ちょう度の効果とほ速断できず,基油粘度の効果があらわれたもの

と考えたほうがよいようである〕すなわち不特定多数の銘柄庖対象

とするとき,ちょう度の影響は不定と考えるべきであろう｡

､J'
a～汐 ∠挽7

ちょう度(パJr〃混和J♂回)

､･､ヽ

●::Naイ了けん基グリース

0こ 二Na-Ca石けんプ.】.ミグリース

(1:Li了了けんプ.〔グリース

㊥:非石けんフ,lリブり一ス

て･:莱油粘度｣SUS,at37.80C)

第5岡 すノ よ う j~斐と 低温起動性
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･---(ト一 基油の打/約〟±〝のクリ【ス

ー;一 基油のけ/約〟±〝のクリ→ス
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祈6図 低温起動性に及ぼす基油粘度の効果
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5.2 基油と低温起動性

前節よr)低温起動性を支配すべき主要r天仔の一つとLて,プ加11の

粘度が問題になりそうである.｡よって本草郎こ扱った試料巾基浦粘度

および粘度指数が既知のものを検討すると舞d図のようになる｡葬

る図にごねいては試験B.B.を1回転せしめるに一資する時間≠=15s

に対応する温度 rCKをもって低温起動性を代表させたが,基油粘

度の対数logりとrりKとは直線的関係にある｡しかLてこの直線の

傾斜は粘度指数(13)によって変る｡他方弟2表(前出)に示した黒験

より基地に鉱油を用いるか,ジ･エステルまたはシリコーン州

を用いるかによって低温起動性は著しく異なり,後者らによるグリ

ースの低温起動性は桁段にすぐれている､すでに周知のとノf･ゴりジ･

エステル,シリコーン油などの粘度一温度拍性は鉱油よりもはるかに

すく'▲j-tているものである｡これらよi)グリースの低滑起動性は基油

の粘度および粘度指数にrtって大きく/古石されることが明らかであ

る｡

なお詐糾は省くが第る図のr■1Kにおける基油粘度凋↓ず′h.のグ

リースについても約50×104SUS前後と推定きれる｡この推定伯は

ASTM粘度温度図表によったものでおおぎ/つばな値に過ぎないが,

ノ.紬M制度が約50×1()4SUS以上になると起動しにくくなることを意

味して_It;り,E.G.Jackson&E.R.BooserらがHした見解(12)と

ほぼ一致するっ また第d図より粧度指数が一定の場合次の黒験式滋

考えることができるっ

1り･-J､‥‥､…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥…‥‥‥‥‥‥‥‥ 卜

り:歳油粘度,SUS(at37.80C)

T:試験B.B.1r司転時閃15sに対応する洞尤㌢K

(1)式を粘 指数によって補正すれば,基仙粘度と粧度指数を知

ることによりそのグリースの低温起動性を推定できる｡グリースに

用いられる基潮_=£一般に鉱紬であることを前捷とし,その粘度指数

は0～100の閃にあるとしたとき,キ･,r.b上びポ=封旨数の卜対係は

(2)式であらわすことができる｡
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星 プ由輿上反 グり肌㍑鳥傭で

須8匪lグリースと柚=河l分との低温起動件比較例

r=(浩志--ト176･8)-†gl-rgn¶0･1･】7･∬))･‥(2)
∬:粘せ指数

私ト ∬1:基潮1抑_斐に′-1二り一興たる定数

ガロ,g】の伯を第7図に示す｣

(2)J℃にrLる計作柄と実測値(10)(14)(15)とは第3表に例示したよう

に比較的よく合う(牒3表小A.E.Bakerの`鬼験結果のみ試験トル

ク1kg-Cm,試験B.B.1何転時制==60sに対応する温度であっ

て,本搾の一息験条什とは≡粁i二追う.｢しかし(2)式による計算値に近

似していることから,いずれの測定条件によっても結果はほぼ同じ

になるといえよう)っ な.b(2)式ほグリースの基油の粘度指数が0～

1r)0にあることをイJ元定しているが,第3表より粧度指蘭15()付近の

合成州なプ.用lとするものについても一応の推定は可儒である｡

5.3 増ちょう剤の影響について

第8図はグリースと,このグリースから帥りl分離した仙分につい

て低温 勅性を比較した一例である｡油里独の場合のほうが低狙起

動牲がよい｡グリースほ浦分70′､-90%と増ちょ の他のそ剤
､ヘノ

加剤

とより成っているので,上作らよう剤の特惟【二油申･独の場合よF)もモ??

-1二起動Lにくくなるわけである｡しかL前節および弟8図の例より
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第3表 実測値と計算値との比較例

立

F二】立製作所日立研究所実測値との比較

グ リ ー ス

内(~NaトBl-0

内(Na)一Dl-1

内(Na〕-A-0

外(Na)-D-1

外(Na)一C-1

内(Li)-Cl-1

内(Li)一Bo-1

外(Li)-A-1

グ リ ー ス

(None)-パラフィン油

(Na)一パラフィン油

グ リ ー ス

(Liト鉱油

(Li)一鉱油

しLi)一鉱油

(Li)-鉱油

(Liト鉱油

去封lも粘度ワl粘度指数(Ⅴ.Ⅰ/)

65

171

273

152

1,350

152

387

464

51

31

37

70

97

97

43

69

内 D杜実測値との比較

内 C杜夫測価との比較

り

804

478

330

170

427

(Ⅴ.Ⅰ.)

97.1

99.7

102

100

79

A.E.Bakerらの実測値との比較(ただし*試険トルク

グ リ ー ス

(､Na)一鉱

ぐNaト鉱

(Na-Caト鉱

(Na-Ca)一鉱

(Li〕一鉱

(Srト鉱

直

面

†由

油

細

浦

(Li)一ジ･エステノL油

(.Li)-シリコーン油

(Noneトシリコーン油

Tnbs OC:

Tぐ王IlOC:

ト 775.5

177.3

500.5

2,206

69.7

440

324

(Ⅴエ)

90

63

67

65

74

106

154

152

157

T｡hs(■C)

-54

-37

-34

-41

-23

-47

-27

-34

ー301C起動性1
可

容 易

きわめて容易

きわめて禅易

容 易

1kg-Cm,t=

SUS,at37.8つC

実測値,試験トルク 2kg-Cm

計算値,試験B.B,#6204,試験トルク2kg-Cm,t

(t:武験B.B.

T｡alぐC)

一25

-32

-36

-44

-31

60s対応温度)

=15s対応温度
1回転所要特問)

起動性を支配する一次的田子は基油の粘度と粘度指数であって

増ちょう剤の効果ほ二次的なものとみなされる｡たたし以~Fの刑由

により増ちょう剤の効果ほ甲純でなく軽視できないものである.｡

蛸ちょう剤には石けん類,有機高分子,無機粉末など稽々のもの

があり,同じ石けん類であってもその有機基あるいほ金属一基の穐

類,聾具造条件などによって,でき上りの石けんミセルの形態が異な

る｡また使用した基油の組成によっても石けんのゲル化状況が変る

といわれている(9).二)したがって増ちょう剤の低温起動性に及ぼす効

児は個々の場合によってある程度異なる､つ さらに最近におけるグリ

ースの相転移現象に関する研究によっても明らかなとおり,ある穐

のオ丁けん基グリースは比 的低い温度範閉(45～1000C)に相転移点

を有するため,使用履歴による二次的物性変化を起しやすい｡すな

わちグリースにあっては油単独の場合よりも使用履歴に対しては十

分留意しなければならないと考えられる｡このように増ちょう剤の

低温 動性に及ばす効果についてほ,一朝こその種数や みの件条造

ならず使用履歴をも考慮する必要がある.｡しかし従来の研究例は未

使用の処女試料に対するものであって,使用履歴を有するグリース

にほRしたものほない｡地方税市販のグリースについて製造者が提

示している使用温度卜限は,弟2表に示すとおり増ちょう剤の種類

により著しく相違しており,本報の実験結果に近似する場合と近似

しない場合とがある｡すな才一ブち本報の央験結果でほNa7iけん基系

と Li石けん基系とでは人差ないのに対し,いわゆる使用温度~Fl眼

ほNa布けん基系の場合高く,Li石けん基系では低い｡しかして後

のLi右けん基系に対する使用限度下限は本報の実験結果に近似

した値となっている｡他方非れけん基系グリースに対する使川温度
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四

∠

ノ

イ

J

l i
､●､

､

､

､

1:Ba石けん基

2:Al石けん一牡

3:Ca万一ナん基

4:Li才Hナん基

5:Na石けん基

基油粘■度ア(J〟J,∂∠ノ7♂?)

式鹸温度:-67〔F≒一55つC

試験トルク:2kg-Cm

第9同 低温起動性に及ほす石けん基の影響(11)

卜Ⅰ揖ほ必ずしも予!乍tj然とLていないっ

一例としてホけん基グリースの場合に往¶し,従来の研究例を二,

三郎介すると次のようである｡増,杉,岩佐民ら(10)の低氾トルク試

験結果によれば,-300CではNa,Li,Ba奇相ナん基グリースの低

温起動性ほ大差ない｡しかし-400CになるとNaおよびBaポけん

基グリースがLi系よりも悪化する｡他方たとえばBoner(11)が40～

100SUS(at37.80C)の比較的低粘度油を基油とし,Ba,Al,Na,

Ca,Liの各石けんを配したグリースにつき-55OC(-67OF)で 験

した結果は第9図のとおりである.⊃ この場合Na,Li両石けん基グ

リース間にはほとんど大差なく,かつほかの右けん基グリースよF)

もすぐれているI:,またE.G.Jackson(12)らが提唱した汎用電動機グ

リースの規楕でほ,-31.アC(-25T)で起動容易であるべきこと

を要求し基仙和度を500SUS(at37.8OC)以下と規定しているが,

石けん基ほNa,Na-Ca,Liのいずれであってもよいことになって

いる-)これらの個々の実験における石けんのミセル形態,製造条件,

基油の性質などは必ずしも明らかでないため,相互に比較検討する

のほ困難であるが,全般的に本報の結果と難似しており,処女試料

に対してはNa,Lil■軒行けん基グリース間の低温起動性は大差ない

といえよう- しかるに製造者提示の使用温度下限はこれらの机上試

験結潔と必ずLも合わず,特にNa石けん基系に対する使用温度~F

限ほ+5～-23つCとなっており,実験値の -23～一540Cに比しか

なり__l二IL】一っている広が注目される｡このような違いはグリースに対

する低温起動試 が実用とは異なった条什で行われるのみならず,

処女試料についてしか行われないためではないかと思われる｡

条件について考えてみると,本報に行ったような低温起動試験は主ii

に低いトルクでボールベアリングが容易に起動するか否かをみるに

すぎないのに対し,実用においてはより大きな荷
,きびしい速度

条作などが加わる｡したがって低いトルクで起動容易であっても実

川上安 を転運に

ゝ
二

′｣
るか杏かはさらに検討を要する｡一般に

ほ机上試験伯に対し黒用上許容さるべき使用温度下限は上阿るであ

ろう･〕この比地からほNa右けん基系に対する製造者凝示の使用温

度卜l眠が試験値よりも上回っているものが多いのほある 度理解で

きるこ〕しかし試験値が-540Cのものに対し-50C,-4lOCのもの

に対して+50Cのように著しくかけ離れた滝のがある一方,両者と

も
-23りCで一致しているものがあり,後者の使用温度下限が実用
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経験値に基づくものとはいえない節がある｡他ノノLi右けんノ.§グリ

ースについては,試験値とほぼ近似した値をもって使用温度下限と

しているが,Li系にl眠り低湿性能が荷重や速腰条件になんら宗き響さ

れないものかどうかほ問題と思わ直る∩

また,机上試験は処女試料についてしか行われないが,グリース

の場合その使用履 すなわちボールベアリングの回転に伴う機帆′l勺

かくはん,せん断作用, 動停1L二による加熱冷却効果などによっ

て,いわゆる酸化劣化以前に物性変化が起ることに往志する必要が

ある｡筆者らは別にせん断安定性あるいは熱履歴効果などを検討し′

たが,ある桂のグリースはこれらの検討過程で著しい物性変化を起

すことを認めた｡特にNa石けん某系でほ80～･1000Cに加熱冷却す

るとき石けんミセ′しが巨人化し,す酎ヒするものがあるLr したがって

使用棍歴を有するものは,処女1試料よりも低温で 勅Lにくくたる

ことは十分ありうることと皿われる.r Li7了けん基系は一般に機械

的,熱杓に安定なものが多いので,Naイ√けん｣一定系のように:苦しい

物性変化をきたすものは少ない｡これらより処女試料に対する試験

値と製造者提示の使用温度下限のくい違いには,使用履歴有無の問

題もあるのでほないかと考えF)れる.〕

なお非イHナん基グリースに閲してほ試料数も少なく,ほかに比較

を求めるための実験例も日~卜ほとんど見ゝJうらないので,ここでは本

報の低温試験結果でほ右けん基グリースに比し低温起動性が劣る恍

向にあることを指摘するにとどめる.っ

以上を要するにグリースの低温 動性に対する岬ちょう剤の効果

は,佐川履歴を有するものについて多分に検討の余地があると考え

られる.っ また机卜試験の真作についてもl用題があー),MIIノ低温トル

ク試験のごときは第一次の選別に似利であるが,この紙果をもって

ただちに実川の使用温度下眼をⅦ定するのほ11▲計に失するご さらに

グリース製造者提示の使用温度下限は実用経験値によったらしいと

ころもあるが,そうとはいいきれない点もあり根拠がはっきりしな

いので,今後明確にされることを望みたい_,

る.結 言

MIIJ低温トルク試験と同様な方法で電動機川グリースの供渥起動

試験を待った結盟および二,三の関連l大l子について ベ,さらにこ

の試験の意義に言及したが,要約すると次のようである｣

低温起動性に対しちょう度の影響ほ木蓮とみなされるが,基油の

粘度および粘度指数は支配的であって,こj■tらを知って低温起動性

を推定できる実験式を得たっ また増ちょう剤の効果についてほ判こ

その掩
,製造条作の見ならず使用履歴によってこれが著Lく変質

する場合があることを考慮する必要があるっ

他力製造者提示の使用温度下限ほ,本報の実験結果および従 の

研究例とは必ずしも合わない｡これほ机上試験の発作が実用とほ異

なり,かつ処女試料についてしか試験されていないためと考えられ

糊遜 特許と

党鐸番月

527286

527298

527304

527307

527309

527312

ス の 検 討(第3報う 893

るが,いわゆる使用湿度~卜限なるものの根拠もはっきりしていない

ので今後これが明らかされれば辛いである.〕

な.b汎mこ7)が申帥受グリースのJIS委u会では,こJtに~要求す

べき低温作能,その試験~〟法については将来の問題として11下とF)

｣二げないことになったが,今後できるだけ速く解決する方向に進

むことを期待している｡本柚こ紹介したMIL低温トルク試験は最

近わが岡に普及しつつあると聞くが,この方法は本文中に指 L′た

とおりグリースの実用1卜になお問題があるにしても,第→次の選別

には有J~rJであるし､各種のMIL規桁グリースの試験に採用されてお

F),G.E.Coなど も 似のカ法によっている._｡ほかに適切な方法が

ないとすればまずこの試験の活用をほかるよi)ないであろう｡ただ

し最終的に採用を決定するた裾こほ,さらに適切な低温回転試験を

奨施する必要がある.ノ またわが何の気候条件よF)汎mグリースであ

っても処女.甘料について少なくとも-300Cで起動容易なことが望ま
Lい.)

仕組性能に挟ルJISに規格化されない現状においては選択に

ことが多いが,既報までに-･部締介したような行程性状試験ととも

に使用突続などを検討し,さらに■本報のような低温起動.試験のほか

回転試験を子宮､,これらを総合しで一一応の基準な設けるよりない_､

この際汎用という使用[一川勺卜低温性能のムならず,→般的牲能にす

ぐれ,かつ長寿命を保証すべきはいうまでもないい

終りに木研究の遂行にあたり多大のご援助を月易った口宣製作所亀

ナ~一工場森良工場長,多賢⊥場卜野工場長,久米部長および.島廿l課･長

そのほか僕l係替位にけくお礼叶=二げる..､また終始ご指導ご激励いた

だいた11了/二製作所=宣研究所三浦所長,高橋部Jミに深.L仁の謝一法な衣

する.､
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